
良
く
す
る
会
の

活
動
、
実
を
結
ぶ

鳥
栖
の
学
童
現
場
が
動
き

始
め
て
い
ま
す
。

6
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
11
月
の
市
議
会
選
挙
で

22
人
の
う
ち
5
人
が
女
性
で

す
。そ

の
内
の
3
人
（
新
人
2

人
）
と
、
２
期
目
の
男
性
議

員
、
従
来
よ
り
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
2
人
、

計
6
人
に
よ
る
「
鳥
栖
の
学

童
を
良
く
す
る
会
」
の
支
援

議
員
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

定
期
的
に
議
会
対
策
で
三

神
地
区
労
連
、
佐
教
組
三
神

支
部
、
全
労
連
佐
賀
本
部
、

建
交
労
佐
賀
合
同
支
部
と
の

協
議
が
進
で
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
鳥
栖

市
当
局
の
対
応
に
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

成
果
と
し
て
、
全
8
小
学
校
、

16
ク
ラ
ブ
に
令
和
5
年
度
2

ク
ラ
ス
、
令
和
6
年
2
ク
ラ

ス
の
増
設
が
決
定
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
、
待
機
解
消
、
6
年

生
ま
で
の
受
入
れ
が
こ
こ
に

き
て
加
速
、
先
の
展
望
が
開

け
て
き
ま
し
た
。

処
遇
改
善
、

パ
ワ
ハ
ラ
撲
滅
を

7
年
前
、
２
０
１
５
年
7

月
、
縁
あ
り
、
こ
の
地
で
の

生
活
の
糧
に
、
ふ
み
こ
ん
だ

学
童
保
育
の
世
界
、
右
も
左

も
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
、

恐
る
恐
る
の
子
ど
も
た
ち
と

の
触
れ
な
い
。

し
か
し
、
職
場
で
は
そ
れ

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
否
定

さ
れ
る
職
場
環
境
、
違
和
感

は
つ
の
る
ば
か
り
。
一
念
発

起
、
頼
る
は
組
合
し
か
な
い

と
決
意
、
労
働
相
談
に
た
ど

り
つ
き
、
建
交
労
佐
賀
合
同

支
部
に
懇
切
丁
寧
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
２
０
１
８
年
10

月
27
日
、
建
交
労
鳥
栖
学
童

保
育
分
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

2
年
前
、
今
年
初
め
と
、

パ
ワ
ハ
ラ
相
談
を
受
け
、
対

策
会
議
を
重
ね
、
団
交
に
持

ち
込
み
、
最
終
結
論
は
今
月

16
日
の
団
交
に
お
い
て
の
結

果
に
全
力
を
出
し
た
い
と
決

意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
は
加

害
者
の
降
格
、
異
動
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
処
分

と
し
て
は
ま
だ
納
得
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
当

事
者
2
人
は
2
月
時
点
で
組

合
に
加
入
し
、
組
合
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
部
会
が

あ
り
、
全
国
に
多
く
の
仲
間

が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

新
鮮
な
驚
き
で
し
た
。
全

国
の
仲
間
、
佐
賀
合
同
支
部

立
川
委
員
長
は
じ
め
合
同
支

部
の
み
な
さ
ん
、
団
交
、

「
鳥
栖
の
学
童
を
良
く
す
る

会
」
、
議
員
グ
ル
ー
プ
の
み

な
さ
ん
、
全
て
の
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ん
に

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
し

つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

は
抱
え
る
問
題
の
端
緒
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

処
遇
改
善
事
業
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
、

退
職
金
制
度
、
職
場
環
境
改

善
、
パ
ワ
ハ
ラ
撲
滅
、
な
ど

な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
根

気
よ
く
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
覚
悟
し
て
い
ま
す
。

（
鳥
栖
学
童
保
育

ユ
ニ
オ
ン
分
会

須
藤
良
一
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会
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編集：事務局

参議院選挙、投票日は7月10日

ロシアがウクライナ侵攻をはじめて、3カ

月がたちました。それを機に、日本では憲

法改正、「敵基地攻撃能力の保有」の検討

が加速しています。

7月10日は、参議院選挙です。この選挙

が終わると、向こう3年間は、大きな国政選

挙はありません。この選挙結果で、改憲勢

力が3分の2を超えると、憲法改正が本格的

に動き出すことが現実味を帯びてきます。

みなさん、侵攻を受けているウクライナ

国民の映像をニュースで目にしていること

でしょう。 子どももお年寄

りも、区別なく犠牲になりま

す。

国を守る、ということは武

器を増強することではありま

せん。戦争しない、加担しな

い、という態度を明確にすることです。み

なさん、投票に行きましょう。


